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県
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護
育
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条
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行
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条
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三
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昭
和
四
十
年
十
一
月
一
日 

告
示
第
五
六
六
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改
正 

昭
和
四
十
五
年
五
月
二
十
九
日 

告
示
第
三
一
八
号 

昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
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告
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第
二
六
三
号 

平
成
二
年
三
月
十
三
日 

告
示
第
一
八
三
号 

平
成
十
年
二
月
二
十
七
日 

告
示
第
一
五
四
号 

  

徳
島
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
徳
島
県
規
則
第

一
一
七
号
）
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
及
び
措
置
命
令
の

認
定
基
準
及
び
推
奨
の
認
定
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
昭
和
四
十
年
十
一

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

指
定
の
認
定
基
準 

１ 

有
害
興
行
、
有
害
図
書
類
、
有
害
広
告
物
及
び
有
害
広
告
文
書
等
に
係

る
指
定
の
場
合 

（
一
）
著
し
く
青
少
年
の
性
的
感
情
を
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
健
全

な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の 

① 

男
女
の
肉
体
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
露
骨
に
表
現
す
る
こ
と

に
よ
り
、
性
的
に
し
ゆ
う
恥
嫌
悪
の
情
を
起
こ
さ
せ
、
又
は
わ
い
せ

つ
な
感
じ
を
与
え
る
も
の 

② 

性
行
為
若
し
く
は
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
露
骨
に
表
現
し
た
も
の
、

又
は
こ
れ
ら
を
容
易
に
連
想
さ
せ
る
も
の 

③ 

性
行
為
に
至
る
ま
で
の
方
法
、
過
程
、
動
作
、
感
情
等
を
刺
激
的

に
表
現
し
た
も
の 

④ 

変
態
的
な
性
欲
に
よ
る
行
為
を
表
現
し
た
も
の 

⑤ 

性
衛
生
及
び
性
知
識
を
教
育
的
又
は
医
学
的
観
点
を
超
え
て
表

現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
性
的
に
し
ゆ
う
恥
嫌
悪
の
情
を
起
こ
さ
せ
、

又
は
わ
い
せ
つ
な
感
じ
を
与
え
る
も
の 

⑥ 

そ
の
他
表
現
が
①
か
ら
⑤
ま
で
と
同
程
度
に
性
的
感
情
を
刺
激

す
る
も
の 

（
二
）
著
し
く
青
少
年
の
粗
暴
性
又
は
残
虐
性
を
助
長
す
る
こ
と
に
よ
り
そ

の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の 

① 

残
忍
若
し
く
は
陰
惨
な
殺
人
、
傷
害
、
暴
行
等
の
場
面
又
は
私
刑
、

拷
問
若
し
く
は
虐
待
（
自
己
に
対
す
る
も
の
を
含
む
。
）
に
よ
る
肉

体
的
若
し
く
は
精
神
的
苦
痛
を
刺
激
的
に
表
現
し
た
も
の 

② 

殺
人
、
自
殺
、
強
盗
、
放
火
、
暴
行
、
傷
害
、
脅
迫
、
恐
喝
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為
を
こ
と
さ
ら
に
肯
定
し
、
又
は
賛
美
す
る

よ
う
な
表
現
を
し
た
も
の 

③ 

犯
罪
の
手
段
又
は
経
過
を
模
倣
的
可
能
な
よ
う
に
、
か
つ
、
刺
激

的
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
犯
罪
意
欲
を
著
し
く
助
長
す
る
も
の 

④ 

そ
の
他
表
現
が
①
か
ら
③
ま
で
と
同
程
度
に
粗
暴
性
又
は
残
虐

性
を
助
長
す
る
も
の 

２ 

有
害
が
ん
具
類
に
係
る
指
定
の
場
合 

① 

一
般
家
庭
用
、
学
習
用
又
は
業
務
用
に
使
用
す
る
刃
物
類
以
外
の

刃
物
類
で
、
刃
渡
り
、
形
状
又
は
鋭
利
性
に
お
い
て
容
易
に
人
を
殺

傷
し
う
る
機
能
を
有
す
る
も
の 

② 

鉄
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
を
か
た
ど
っ
た
も
の
又
は
飛
び
道
具
若

し
く
は
投
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
人
体
に
危
害
を
及
ぼ

し
、
又
は
犯
罪
を
誘
発
助
長
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の 

③ 

が
ん
具
用
煙
火
で
、
そ
の
構
造
又
は
機
能
が
人
体
に
危
害
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の 

④ 

１
の
（
一
）
の
①
、
②
及
び
④
に
掲
げ
る
も
の 

⑤ 

そ
の
他
そ
の
構
造
若
し
く
は
機
能
が
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又

は
そ
の
形
状
、
構
造
若
し
く
は
機
能
が
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、

若
し
く
は
犯
罪
を
誘
発
助
長
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の 

二 

推
奨
の
認
定
基
準 

１ 

優
良
興
行
に
係
る
推
奨
の
場
合 

 
 

① 

自
然
を
愛
し
、
科
学
と
芸
術
を
尊
び
、
心
身
の
発
達
に
役
立
つ
も

の 

 
 

② 

社
会
人
と
し
て
の
良
識
の
か
ん
養
に
役
立
ち
、
社
会
の
一
員
と
し

て
の
責
任
を
自
主
的
に
果
た
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の 

 
 

③ 

郷
土
を
愛
し
、
共
同
互
助
の
精
神
の
下
に
自
ら
の
力
で
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
、
社
会
の
後
継
者
の
範
と
な
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の 

 
 

④ 

人
間
的
愛
情
を
豊
か
に
し
、
道
義
的
心
情
が
つ
ち
か
わ
れ
る
も
の 

 
 

⑤ 

人
類
の
平
和
と
文
化
に
貢
献
す
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の 

 
 

⑥ 

情
操
を
高
め
、
楽
し
み
の
う
ち
に
豊
か
な
人
間
性
を
啓
発
す
る
こ

と
に
役
立
つ
も
の 

２ 

優
良
図
書
類
に
係
る
推
奨
の
場
合
１
の
①
か
ら
⑥
ま
で
に
掲
げ
る
も

の 

 
 
 

改
正
文
（
昭
和
四
十
五
年
告
示
第
三
一
八
号
）
（
抄
） 

 
 

昭
和
四
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 
 

改
正
文
（
昭
和
五
十
三
年
告
示
第
二
六
三
号
）
（
抄
） 

 
 

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 
 

改
正
文
（
平
成
二
年
告
示
第
一
八
三
号
）
（
抄
） 

 
 

平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 
 

改
正
文
（
平
成
十
年
告
示
第
一
五
四
号
）
（
抄
） 

 
 

平
成
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 


